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3. チャンネルの左右ペアでシグナルの位置を設定します。ノブをダブルクリックするとシグナルの位置は中央になります。

4. 「 Monitor 1/2」または「Monitor 3/4」のタブでモニター・ミックスを作成する場合、タブの下部にある「Effect Send（エフェクト・センド）」ノブ
を使用して任意のチャンネルにリバーブまたはディレイのエフェクトを追加することもできます。

               

  任意のチャンネルのセンド・ノブを右に回すと、デジタル・エフェクト・プロセッサ
にルーティングされるシグナルの量が増加します。センド・ノブを左に回すと、プ
ロセッサに送信されるシグナルの量は減ります。

  エフェクトを聞く場合、右向きの矢印が点灯した状態（エフェクトが有効な状態）
で、エフェクト・リターンのノブが下図のように右に回した状態であることを確認
します。

            

  エフェクトのタイプを変更する、またはパラメータを調節する場合、
「Settings（設定）」のタブをクリックして「Effect Program（エフェクト・プ
ログラム）」、「Duration（デュレーション）」、「Feedback（フィードバック）」、
「Volume（ボリューム）」のパラメータを適宜調整します。詳しくは、本マニュ
アルの「Settings（設定）」タブのセクションを参照して下さい。

          

5.  ヘッドフォン出力1と2へシグナルをルーティングする場合、ヘッドフォン・レベル・ノブを使用して耳に心地よいレベルに調整します。また、モニ
ター・ミックスを外部ヘッドフォン・アンプリファイヤへ送信する場合は、アンプリファイヤが適切に設定されていることを確認します。

注意：Fast Track Ultra 8Rのモニター・ミキサーを使用する場合、DAWで有効な録音チャンネルを確実にミュート（ま
たは、できればDAWのモニター・ミキシング機能を全て無効にしておきます）し2つの独立したキューミックスができ
ないようにします（位相やスラップバック・ディレイのような不快なエフェクトが発生するためです）。逆に、DAWのモニ
ター・ミキシング機能を使用する場合、Fast Track Ultra 8Rのモニター・ミキサーをバイパスして「ダブル・モニタリン
グ」が発生するのを防ぐ必要があり、これにはモニター・ミキサーの入力チャンネルをミュートするだけでバイパスでき
ます。

モニター・ミックスでエフェクトを使用する理由

マイクをソースに近付けて録音すると、ヘッドフォンでモ
ニタリングしている演奏者には、きめ細かでドライな不
自然な音に聞こえることが多くあります。これでは演奏
者に不快感を与えるため、レコーディング・セッションに
悪影響を与えかねません。

録音されたボイスやインストゥルメントにリバーブが少
しかかっている方が、かなり簡単にオーバー・ダブを録音
できると感じている演奏者は多く、これはリバーブがヘッ
ドフォンで聞く音を滑らかにするためです。演奏者は快
適にかつ自信を持って演奏ができるようになり、セッショ
ンに優れた録音につながることが少なくありません。 

Fast Track Ultra 8Rのコントロールパネルで追加した
エフェクトが録音に影響しないことに注意して下さい。エ
フェクトはモニタリング中にリアルタイムで聞こえます
が、実際の録音は「ドライ」な状態のままです。  
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10 MIDIについて

Fast Track Ultra 8Rはブレークアウト・ケーブルに装備された標準5ピンDIN端子から16チャンネルのMIDI入出力が提供されます。これらの入出力端子
はコントローラ・キーボードやドラムマシン、音源モジュール等のMIDI対応機器をコンピュータへ接続する時に使用します。また、これらの入出力端子はハー
ドウエアまたはDAWにシンクするためのMIDIタイムコード（MTC）やその他の形式の同期シグナルの受信に使用することもできます。

MIDIプロトコルについては広範囲にわたるもので、本ユーザーガイドで詳細を全て解説することは不可能です。MIDIについての資料や解説書は数多く出
版され、またインターネットでも情報が提供されていますので、そちらを参照して下さい。

以図ではFast Track Ultra 8RにMIDIコントローラ・キーボードと音源モジュールを接続した場合の一例を紹介します：

MIDIキーボード 音源モジュール

Fast Track Ultra 8R
MIDI

S/PDIF

MIDI出力

MIDI入力

M
ID

I入
力

M
ID

I出
力

1. Fast Track Ultra 8Rのリアパネルにブレークアウト・ケーブルが接続されていることを確認します。

2. Fast Track Ultra 8RのMIDI入力端子にコントローラ・キーボードのMIDI出力端子を接続します。

3. Fast Track Ultra 8RのMIDI出力端子を音源モジュールのMIDI入力端子に接続します。

ハードウエアの接続が終了したら、DAWでFast Track Ultra 8RのMIDI入出力端子が使用できるように設定します。この設定方法はDAWにより異なり
ますので、ご使用になるDAWの取扱説明書を参照して下さい。
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11 トラブルシューティング

Fast Track Ultra 8Rは、高品位でプロフェッショナルなクオリティのオーディオを実現するよう設計されています。様々なシステム条件と動作環境でテス
トを続けていますが、それでも予測を超えるような悪条件に遭遇し誤作動を起こすことがあります。このセクションでは、起こり得る全ての事態に対応する
ことはできませんが、よくあるご質問とその回答をまとめてあります。

多くの機器を接続して使用することはお避け下さい。USBバスは信頼性の高い高速広帯域のプロトコルで、デジタルオーディオには理想的です。しかしな
がら、オーディオやマルチメディアのストリーミングでは、コンピュータのプロセッサやUSBバスに相当な負荷がかかっていることをご理解下さい。

Fast Track Ultra 8Rでオーディオの入出力に問題がある場合には以下の点をチェックして下さい：

 サウンドが出力されない場合：

   Fast Track Ultra 8Rのドライバが適切にインストールされていることを確認します。

   •  Windows XPでは、コントロールパネルからシステムのアイコンをダブルクリックします（カテゴリーを開くとパフォーマンスとメン
テナンスの下にあります）。

   • ハードウェアのタブをクリックし、デバイスマネージャのボタンをクリックします。

   •  サウンド、ビデオ、ゲームコントローラの横にある「＋」をクリックし、リストにFast Track Ultra 8Rがあることを確認します。Fast 
Track Ultra 8Rの横に？や！のマークが付いている場合は、ドライバソフトウェアを再インストールする必要があります。

 お使いのDAWソフトウェアでFast Track Ultra 8Rを使用するための設定ができていること確認して下さい。

   •  DAWのオーディオ設定のページで、Fast Track Ultra 8RのASIO、WDM、CoreAudioなどのドライバが選択されていることを
確認して下さい。

  Fast Track Ultra 8Rが正しくインストールされ、DAWでFast Track Ultra8R用に設定されていてもサウンドが出力されない場合は、シグナ
ルのパスを確認します。DAWアがオーディオ信号を受信していることを確認し、入力信号が正しくルーティングされていることを確認して下さ
い。ヘッドフォン、アンプ、モニターなどにオーディオ信号を出力するよう、出力端子が正しくルーティングされていることを確認して下さい。

   • オーディオの接続やケーブルを確認し、全ての端子が正しく差し込まれていることを確認して下さい。

   • LEDレベルメーター（2）で入力シグナルを受信していることを確認して下さい。

   •  コントロールパネルから出力ボリュームのレベルが低過ぎないことと、シグナルが入力メータに表示されていることを確認して下さい。

   •  電源スイッチがONになっていて、USBケーブルがFast Track Ultraとコンピュータの両方に接続されていることを確認して下さい。

   • フロント/リア入力セレクタ・スイッチで適切な入力が選択されていることを確認して下さい。

 Fast Track Ultra 8Rにデジタル入力を録音しようと試みても、音が聞こえない、または録音にポップやクリック等のノイズが発生する場合：

   •  Fast Track Ultra 8RコントロールパネルのSettings（設定）タブで入力ソースが「external（外部）」に設定されていることを確認し
ます。詳細は前述のワードクロックのセクションを参照して下さい。

   • 入力レベルが高すぎると音飛びやクリッピングの原因となりますので入力レベルを確認して下さい。

   • DAWの入力レベル・メーターを確認して下さい。

   •  バッファサイズを大きくしてみます（レイテンシーが大きくなります）。バッファサイズが大きいと入力のレイテンシーも大きくなります
（ミキシング中は例外です）。バッファサイズを大きくすると、古いシステムや低パワーのシステムに特に効果的です。

   •  USBハブを使用している場合、Fast Track Ultra 8RをコンピュータのUSB端子へ直接接続してみて下さい.

M-Audioのウエブサイトにはトラブルシューティングに関する情報が常にアップデートされています。www.m-audio.jpのFAQのページを確認し
て下さい。
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12 技術仕様

ライン出力

周波数特性： 20Hz～22kHz、+/- 0.1dB（サンプリングレート48kHz時）

SNRとダイナミックレンジ -104dB（A特性）

歪み率： 0.002%@ -1dBFS, 1kHz

シグナルレベル： +10dBu：バランス

+2dBV：アンバランス

インピーダンス： 300Ωバランス/150Ωアンバランス

150Ωアンバランス

クロストーク： < -100dB @ 1kHz

ライン入力

周波数特性： 20Hz～22kHz、+/- 0.3dB（サンプリングレート48kHz時）

SNRとダイナミックレンジ -103dB（A特性）

歪み率： 0.002% @ -1dBFS, 1kHz

シグナルレベル： +3.4dBu：バランス

+1.2dBV：アンバランス

インピーダンス： 20KΩバランス

10KΩアンバランス

クロストーク： < -100dB @ 1kHz

ヘッドフォン出力

周波数特性： 20Hz～22kHz、+/- 0.7dB（サンプリングレート48kHz時）

SNRとダイナミックレンジ 96dB（A特性）

歪み率： < 0.065%（最小ボリューム）

動作範囲： 24～600Ω

最大出力レベル 0dbv into 32Ω

クロストーク： < -65dB @ 1kHz

マイクロフォン入力

プリアンプ・ゲイン： 0dB～60dBまたはそれ以上.

SNR（最小ゲイン）： -103dB（A特性）

ダイナミックレンジ（最小ゲイン） 103dB（A特性）

歪み率（最小ゲイン）： 0.003% @ -1dBFS

周波数特性（最小ゲイン）： 20Hz～22kHz、+/- 0.1dB（サンプリングレート48kHz時）

感度： +1dBu max level at min input

ファンタム電源 48 Volts DC @ 16mA

インストゥルメント入力

プリアンプ・ゲイン： 0dB～40dBまたはそれ以上

インピーダンス 1MΩアンバランス

SNR（最小ゲイン）： -103dB（A特性）

ダイナミックレンジ（最小ゲイン） 103dB（A特性）

歪み率（最小ゲイン）： 0.005%（-92.3dB） @ -1dBFS, 1kHz

周波数特性（最小ゲイン）： 20Hz～22kHz、+/- 0.3dB（サンプリングレート48kHz時）

最大入力 14dbv

電源条件： 同梱されている9VDC 4000mA電源アダプタを使用

対応するサンプリングレート： 44.1、48、88.2、96kHz
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13 製品保証

ハードウェアについての一年間の限定的保証
この期間限定保証は、エムオーディオ、エムオーディオ正規ディーラー及び製品取り扱い店からエムオーディオ製品を最初にご購入頂いたお客様のみ
が対象となります。正規ディーラー及び製品取り扱い店の一覧はhttp://www.m-audio.jp/index.php?do=store.locatorをご覧下さい。

エムオーディオは、お客様から保証の履行請求が適切になされた場合、エムオーディオの選択により、製品を無償で修理するか、交換します。修理及
び交換が不可能な場合には、購入代金をお客様にお返しします。お客様はこれ以外のサービスを要求できず、また、エムオーディオの負う責任はこれ
がすべてです。この保証は、本製品の最初の購入者にだけ適用されるものであり、他の者にその権利を譲渡することはできません。保証に基づくサー
ビスを受ける場合には、エムオーディオ（日本国内窓口：デジデザイン/エムオーディオ・カスタマー・サービス Tel.03-3505-4034）に連絡して、返品
承認番号（RAナンバー）をもらって下さい。返品承認番号取得後、不良のある製品を送料及び保険料を元払いの上、エムオーディオ（日本国内事業部：
〒107-0052 東京都港区赤坂2-11-7 ATT新館ビル4F アビッド テクノロジー株式会社内 デジデザイン/エムオーディオ）に送って下さい。お送り
頂く箱の外側に大きな文字で返品承認番号を記載して下さい。箱の中には、お客様のお名前、住所、電話番号、お買い上げ頂いた時の領収書の写し及
び不良の内容を詳しく記載した書面を同封して下さい。エムオーディオは、送付途中に製品に生じた損傷について責任を負いません。この保証は製品
に付されている製品製造番号が取り除かれていた場合、又は誤使用、変更もしくは公認されていない修理業者による修理により製品が損傷している
場合には、無効となります。

本保証は、すべての保証（口頭によるもの、書面によるもの、明示のもの、黙示のもの、あるいは法律上の規定によるかを問いません）に代わるもの
であり、エムオーディオは、明示的にも、黙示的にも本保証以外の保証（商品性、特定目的への適合性及び非侵害性に関する黙示の保証を含みます）
を一切いたしません。本保証に基づくお客様の権利は、本書に記載された内容にしたがって修理又は交換をうけることに限定されます。いかなる場
合においても、エムオーディオは、製品の欠陥から生じた直接、間接、特別、結果的又は付随的損害（逸失利益、財産侵害、人身傷害を含みます）につ
いて、責任を負いません。このことはエムオーディオがそのような損害の発生の可能性を知っていた場合でも同様です。

本契約は日本法に準拠します。本契約に関する紛争については東京地方裁判所を合意管轄裁判所とします。本契約は当事者間のすべての合意を構成
するものであり、本契約に規定するエムオーディオ・ソフトウェアに関する従前の一切の書面また口頭による契約または表明事項にとって代わるもので
あります。本契約の修正は、正当な権限を有する者が署名した書面によるものでなければ有効とはなりません。

重要なお知らせ：保証オプションは国により異なります。より詳細な情報に関しては、www.m-audio.jp/supportをご覧頂くか、エムオーディオ（日本国内
窓口：デジデザイン/エムオーディオ・カスタマー・サービス Tel.03-3505-4034）にご連絡下さい。

ユーザー登録
ユーザー登録を行うことで、新規エムオーディオ製品の正規登録ユーザーとして、ご購入日から一定期間、無償テクニカル・サポートを受けることができま
す。エムオーディオへお問い合わせ頂く場合には、エムオーディオでのユーザー登録を完了しなければ期間限定保証及びカスタマーサービスを受けること
ができません。ユーザー登録を行うには、次の2つの方法があります。環境に合わせた方法でユーザー登録を行って下さい。1.）コンピュータで（一般的な
Webブラウザ）エムオーディオWebサイトへアクセスできる方：エムオーディオ オンラインユーザー登録ページhttp://web.m-audio.jp/register/に
て、必要事項を入力して送信して下さい。2.）携帯電話でエムオーディオWebサイトへアクセスできる方：エムオーディオ モバイルサイトの
オンラインユーザー登録ページhttp://web.m-audio.jp/mobile/にて、必要事項を入力して送信して下さい。（注意：ユーザー登録完了の御
案内は行っておりませんのでご了承下さい。）
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警告：本製品の基盤回路には鉛を含む化学物質が含まれます。癌や出生異常、その他生殖への危害の原因となる物質として米国カリフォルニア州で知られています。万が一

基盤回路を触った場合には手を洗って下さい。
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